



Reading the “Fu Hikaru Genji Monogatari Shi” （eight）
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のもてなしを受け、娘の腰紐を結び、光源氏の心配りに感謝しつつ和歌の贈答をすることになる。第七句「初見父」と玉鬘の視点で詩を詠んでいるのが、物語本文とは異なる点であろうか。末句、内大臣が六条院の来賓としての礼を尽くすとは、光源氏の懇切な配慮に改めて礼を述べ、和歌を交わす展開 含意であろう。物語本文では大いに杯を傾けたという描写は必ずしもないが 内大臣が「御土器まゐ」り「今までかく忍びこめさせたまひける恨みも、いかが添へはべらざらむ」 （③
317頁５




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































雁とその父内大臣の拗れた関係が修復され、二人の結婚が成立する過程から、明石の姫君の入内へと展開し、光源氏の四十賀の準備や、彼の准太上天皇、内大臣の太政大臣、夕霧の中納言への昇進が語られ、 月下旬には冷泉帝が朱雀院と共に光源氏の六条院に行幸されて宴が催さ るという 光源氏の栄華 極み 描かれ、物語第一部 掉尾を飾るも となっている。聯毎に訳すと以下 ようになるだ うか。
　
（三月二十日、内大臣の母故大宮の一周忌が営まれました）極楽寺は（法会














かべましてお迎えし、 （皇恩を祝賀する）賀皇恩を（楽所 人をお召しに って）演奏致しておりますと、日も さに暮れ方とな の
　
首聯は、極楽寺での大宮一周忌の法会の場面と関わる。内大臣はじめ御子息や上























































花」 『白氏文集』巻五一）のように花 散る様にも表現され こ からすると、先
































































































































































































































































丹」 『菅家文草』巻五）は 日斜」 （暮れ方になる）の例で、比較的よく用いられる表現である。 
（続）
『賦光源氏物語詩』を詠む（八） （ 10 ） 229
